高齢者のこころのケア　　


[image: image1.wmf][image: image2.wmf]物盗られ妄想が起こった時の対応
阪神・淡路大震災の後に、被災高齢者に物盗られの訴えが多かったことが報告されています。お金や財布、洗濯物などの身の回りの物の場合が多いですが、かつて住んでいた家や田畑が奪われたと訴える場合もあります。実際には盗られたり、奪われた訳ではないのに、当人が、そう信じきってしまっています。この症状が物盗られ妄想です。妄想は訂正困難な誤った確信で、理を尽くして説明しても納得してくれないものです。

物盗られ妄想は、家族などケアする人をはじめ、周囲にいる人がしばしば妄想の対象になるため、対応が難しいと感じる症状です。犯人と疑われた人には心の痛みや怒りが生じます。
物盗られ妄想の対応には多くの時間をかける必要があります。また、盗られたという訴えは時に頻繁で、訴えのたびに、盗られたという物を一緒に捜したり、妄想が周りへ発展しないように工夫したりする必要があります。
[image: image3.wmf]
他の人が、「盗られた」と訴えているものを持っている可能性はあります。盗んだというより、自分の物と間違える場合や預かった物を返し忘れている場合です。集団生活の中では、本当に盗んでしまう人がいる可能性も完全には否定できません。盗まれたという訴えには、まず、その訴えに真摯に向き合う事が大切です。


盗られたという訴えが発生する時は、たいてい、高齢者は、自分が大切にしている物が身辺に見つからず困っています。そして、見つからないのは、誰かが盗ったからだ、と判断してしまっているのです。物盗られ妄想は、身近な人、普段世話をしてくれている人を妄想対象にする傾向があります。妄想があなたに向かうのは、あなたのケアに問題があるからではないので、気に病む必要はありません。

　何が身の回りで見つからないのか、という点から詳しい情報を高齢者から聞き取りましょう。形や大きさ、個数、最後にそれを見たのがいつだったのかなど、出来るだけ具体的に聞きましょう。具体的に聞く事が相手への共感を示す事になります。


まずは、高齢者の身辺を一緒に捜してみましょう。高齢者自身が捜すのを手助けする態度が大切です。また、高齢者から、あなたの捜しているところを見えやすくして作業しましょう。高齢者の”盗られる”という不安感を減らします。他の仕事で忙しく一緒に探せない時は、今は時間が取れないので、何時に来て相談します、と伝え、後から一緒に捜すようにします。
見つかったら、見つかったことの喜びを伝えましょう。例えば「ここにありましたね。よかったですね」と伝えると良いかもしれません。
見つからない場合は、「捜してみたけれど、今は見つからないですね。後からもう一度捜しますね」と伝えて作業をいったん終了します。実際にはもともと持っていない物の場合や、食物やお金など、既に消費されて手元にはないものである場合、ご本人が誤って捨ててしまっている場合もあります。

物盗られの訴えがあったら、盗られた物が見つかっても見つからなくても、ケアスタッフと体験と情報を共有しましょう。物盗られ妄想へのいくつかの方法のうちから、うまく適用できる方法が見つかるかもしれません。
相談窓口は、○○○です。
























Step１　高齢者の訴えを妄想と決めつけてはいけません。


















































Step４　物盗られの訴えのあったことをケアスタッフに伝えましょう。


必要なら専門家に相談しましょう。





Step３　盗られた物（なくなった物）を一緒に捜しましょう。








「タイトル」
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＊本パンフレットの無断転載を禁じます。





Step２　訴えている高齢者から、盗られた物（なくなった物）について話を聞きましょう。














本パンフレットは、2008年度独立行政法人福祉医療機構助成事業で作成した「精神症状を持つ認知症高齢者のための初期対応プログラム」（認知症高齢者のケア技法開発研究会）の内容の一部です。
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